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《表紙の写真》：ヴァレンティンスカー通りに建つアパートのファサード（プラハ） 

プラハ旧市街とヨゼフォフ（ユダヤ教徒街）を結ぶヴァレンティンスカー通り周辺は、19 世紀末か

ら 20世紀初頭に実施された衛生化措置の対象となった地区である。これにより、古くからあった建

物は取り壊され、代わって当時の流行であるアールヌーヴォー様式を取り入れた建物が多く建ち並

んだ。カレル大学哲学部に通じているこの通りには、現在古書店やカフェ、市立図書館が並び、学生

らで賑わいを見せている。 




